
　
通
勤
・
通
学
か
ら
行
楽
先
で
の
移
動
ま
で
、

日
本
で
は
、
誰
し
も
日
常
生
活
の
中
で
路
線

バ
ス
を
利
用
す
る
機
会
が
あ
る
だ
ろ
う
。
日

本
の
路
線
バ
ス
事
業
は
１
９
０
３
年
に
京
都

で
始
ま
り
、
利
用
者
数
は
70
年
に
年
間
延
べ

１
０
０
億
人
と
な
り
ピ
ー
ク
に
達
し
た
。
し

か
し
、
そ
の
後
は
減
少
を
続
け
、
現
在
の
利

用
者
は
年
間
延
べ
40
億
人
だ
。
２
０
０
０
年

に
貸
切
バ
ス
の
、
02
年
に
は
乗
合
バ
ス
の
規

制
緩
和
が
行
わ
れ
、
バ
ス
業
界
へ
の
新
規
参

入
が
可
能
と
な
っ
た
。
こ
れ
が
路
線
バ
ス
の

一
つ
の
転
機
だ
っ
た
と
、
イ
ー
グ
ル
バ
ス
株

式
会
社
の
谷
島
賢
社
長
は
説
明
す
る
。

　
イ
ー
グ
ル
バ
ス
は
送
迎
バ
ス
事
業
を
皮
切

り
に
、
１
９
８
９
年
に
観
光
バ
ス
事
業
、
２

０
０
３
年
に
は
高
速
乗
合
バ
ス
事
業
に
参
入

し
た
。
06
年
、
隣
接
す
る
埼
玉
県
日
高
市
の

大
手
バ
ス
会
社
が
赤
字
の
た
め
に
路
線
バ
ス

事
業
か
ら
完
全
撤
退
す
る
こ
と
に
な
り
、
代

わ
り
に
運
営
を
引
き
受
け
て
も
ら
え
な
い
か

と
打
診
さ
れ
た
こ
と
が
、
生
活
路
線
バ
ス
事

業
に
参
入
す
る
き
っ
か
け
だ
っ
た
。

　
路
線
バ
ス
は
乗
客
の
数
に
よ
っ
て
売
り
上

げ
が
増
減
す
る
上
、
乗
客
の
数
は
人
口
動
態

だ
け
で
な
く
天
候
や
曜
日
、
季
節
な
ど
で
も

変
化
す
る
。
そ
の
一
方
で
、
一
度
決
め
た
ダ

イ
ヤ
は
年
中
無
休
で
運
行
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。「
今
の
日
本
で
は
、
バ
ス
会
社
が
運
行

計
画
や
、
運
行
、
収
支
な
ど
の
運
営
リ
ス
ク

を
全
て
引
き
受
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

で
す
か
ら
、
赤
字
路
線
は
リ
ス
ク
を
負
担
で

き
な
く
な
っ
た
バ
ス
会
社
の
判
断
で
撤
退
が

決
ま
り
ま
す
。
規
制
緩
和
に
よ
る
参
入
の
自

由
化
は
、
結
果
と
し
て
撤
退
の
自
由
化
を
引

き
起
こ
し
た
の
で
す
」

　
生
活
路
線
バ
ス
事
業
に
参
入
し
た
と
き
、

谷
島
社
長
が
驚
い
た
の
は
、〝
見
え
な
い
事
業
〞

だ
と
い
う
こ
と
。
デ
ー
タ
を
取
る
仕
組
み
が

な
い
た
め
に
運
行
計
画
は
長
年
の
経
験
と
勘

で
作
ら
れ
、
顧
客
の
数
な
ど
、
実
際
の
デ
ー

タ
に
基
づ
い
て
い
な
か
っ
た
の
だ
。
そ
こ
で
、

運
行
デ
ー
タ
と
顧
客
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、

〝
見
え
る
化
〞
を
実
施
し
た
。
そ
の
上
で
、
利

用
客
を
増
や
す
施
策
を
構
築
。
代
表
的
な
取

り
組
み
は
、
街
の
中
心
に
ハ
ブ
停
留
所
を
設

定
し
、
そ
こ
を
拠
点
に
目
的
別
の
路
線
に
乗

り
換
え
る
「
ハ
ブ
＆
ス
ポ
ー
ク
」
と
い
う
効

率
的
な
仕
組
み
だ
。
ま
た
、
平
日
の
午
後
や

土
日
、
休
暇
期
間
な
ど
、
利
用
者
が
少
な
い

時
間
や
時
期
に
新
た
な
需
要
を
作
り
出
す
こ

と
に
も
尽
力
。
キ
ャ
ン
プ
場
や
ハ
イ
キ
ン
グ

ル
ー
ト
、
季
節
の
花
畑
な
ど
の
地
元
の
観
光

ス
ポ
ッ
ト
を
整
備
し
、
効
率
化
し
た
バ
ス
の

ア
ク
セ
ス
に
よ
っ
て
観
光
客
を
取
り
込
む
「
需

要
創
出
」
を
実
施
し
た
。
例
え
ば
東
秩
父
村

で
は
、
新
た
に
設
置
し
た
ハ
ブ
か
ら
季
節
ご

と
に
変
わ
る
花
の
群
生
地
に
シ
ャ
ト
ル
バ
ス

を
運
行
す
る
こ
と
で
、
都
心
か
ら
手
ぶ
ら
で

観
光
に
訪
れ
る
新
た
な
顧
客
の
創
造
を
目
指

し
て
い
る
。

　
生
活
路
線
バ
ス
を
見
え
る
化
、
効
率
化
し
、

観
光
客
を
巻
き
込
ん
で
利
用
者
の
増
加
に
つ

な
げ
る
試
み
が
通
用
す
る
の
は
、
日
本
に
と

ど
ま
ら
な
い
。
同
社
が
現
在
取
り
組
ん
で
い

る
の
が
、
ラ
オ
ス
の
首
都
ビ
エ
ン
チ
ャ
ン
に

お
け
る
公
共
交
通
の
再
編
だ
。

　
鉄
道
が
普
及
し
て
い
な
い
国
、
ラ
オ
ス
。
首

都
ビ
エ
ン
チ
ャ
ン
市
内
で
は
車
や
バ
イ
ク
の

数
が
激
増
し
、
交
通
事
故
や
渋
滞
が
深
刻
化

し
つ
つ
あ
る
。
ビ
エ
ン
チ
ャ
ン
バ
ス
公
社
（
以

下
、
バ
ス
公
社
）
に
は
日
本
か
ら
寄
贈
さ
れ

た
車
両
42
台
を
含
む
約
１
０
０
台
の
車
両
が

あ
る
が
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
行
き
届
い
て
お

ら
ず
、
道
路
状
況
も
悪
い
こ
と
か
ら
傷
み
が

激
し
い
。
そ
の
一
方
で
運
転
手
た
ち
の
技
術

は
高
く
、
運
転
マ
ナ
ー
も
悪
く
な
い
た
め
、

質
の
高
い
公
共
交
通
機
関
と
し
て
定
着
す
る

可
能
性
は
高
い
と
谷
島
社
長
は
見
て
い
る
。

　
バ
ス
公
社
の
事
業
を
改
善
す
る
に
は
、財
政
、

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
運
行
管
理
の
３
つ
の
取
り

組
み
が
不
可
欠
。
財
政
や
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に

つ
い
て
は
専
門
家
が
担
当
し
、
イ
ー
グ
ル
バ

ス
は
日
本
で
の
経
験
を
基
に
、
見
え
る
化
と

運
行
改
善
に
力
を
入
れ
る
。

　
ネ
ッ
ク
に
な
っ
て
い
る
の
は
運
行
形
態
だ
。

今
は
各
運
転
手
が
バ
ス
公
社
の
車
両
を
使
っ

て
、
既
定
の
路
線
を
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
し
な

が
ら
運
行
し
て
い
る
。
運
転
手
は
路
線
ご
と

に
決
め
ら
れ
た
定
額
の
ノ
ル
マ
金
を
バ
ス
公

社
に
納
入
す
る
が
、
そ
の
納
入
額
を
超
え
た

分
の
売
り
上
げ
は
そ
の
ま
ま
運
転
手
の
利
益

に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
実
際
に
ど
の

く
ら
い
の
利
用
者
が
い
て
、
ど
れ
だ
け
売
り

上
げ
が
あ
っ
た
の
か
を
、
バ
ス
公
社
が
把
握

で
き
て
い
な
い
の
だ
。
そ
こ
で
イ
ー
グ
ル
バ

ス
が
担
当
す
る
の
が
、
42
台
の
バ
ス
に
セ
ン

サ
ー
を
付
け
て
乗
客
の
乗
降
時
間
や
場
所
、

人
数
な
ど
の
運
行
デ
ー
タ
を
長
期
的
に
集
め

る
こ
と
だ
。
さ
ら
に
集
め
た
情
報
を
分
析
し

て
見
え
る
化
し
、
結
果
を
バ
ス
公
社
に
提
供

す
る
こ
と
で
、
利
用
実
態
に
応
じ
た
運
転
手

の
給
与
制
度
の
変
更
な
ど
の
改
革
に
活
用
す

る
ほ
か
、
効
率
的
な
運
行
計
画
に
変
更
す
る

こ
と
で
無
駄
な
経
費
を
減
ら
し
、
利
用
客
増

に
つ
な
げ
て
バ
ス
公
社
の
黒
字
化
を
目
指
す
。

　「
バ
ス
は
い
つ
見
て
も
満
員
で
す
か
ら
、
需

要
は
あ
る
ん
で
す
。
し
か
し
、
ま
だ
十
分
に

需
要
を
取
り
込
ん
で
い
な
い
の
で
、
改
善
の

余
地
は
大
い
に
あ
り
ま
す
。
き
ち
ん
と
改
革

す
れ
ば
、
運
転
手
と
バ
ス
公
社
の
両
者
に
メ

リ
ッ
ト
が
生
ま
れ
る
は
ず
で
す
。
最
終
的
に

は
、
必
要
な
台
数
の
バ
ス
を
バ
ス
公
社
が
自

ら
購
入
で
き
る
よ
う
に
す
る
の
が
目
標
で
す
」

と
谷
島
社
長
は
力
を
込
め
る
。

　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
で
、
地
元
客
と

同
時
に
意
識
し
て
い
る
の
が
、
増
え
つ
つ
あ

る
外
国
か
ら
の
観
光
客
だ
。
公
共
交
通
機
関

が
整
っ
て
い
な
い
現
在
、
観
光
客
が
ビ
エ
ン

チ
ャ
ン
市
内
を
見
て
回
る
た
め
に
は
、
歩
く
、

タ
ク
シ
ー
に
乗
る
、
車
を
借
り
て
自
分
で
運

転
す
る
、
と
い
っ
た
方
法
し
か
な
い
。
だ
と

東
南
ア
ジ
ア
の
ハ
ブ
国
へ

鉄
道
代
わ
り
の
交
通
手
段
に

バ
ス
利
用
者
は
ピ
ー
ク
の
半
分

運
営
手
腕
が
問
わ
れ
る
時
代
に

す
れ
ば
、
一
日
券
な
ど
観
光
客
が
使
い
や
す

い
チ
ケ
ッ
ト
や
観
光
名
所
を
回
る
路
線
を
作

れ
ば
、
利
便
性
が
格
段
に
上
が
る
。
イ
ー
グ

ル
バ
ス
が
地
元
・
川
越
市
で
取
り
組
ん
で
い

る
地
域
活
性
化
と
同
じ
手
法
だ
。「
観
光
客
に

は
利
便
性
を
提
供
す
る
代
わ
り
に
高
め
の
料

金
を
設
定
し
、
地
元
住
民
の
通
勤
・
通
学
に

は
割
安
な
定
期
券
な
ど
を
提
供
す
れ
ば
、
誰

も
が
満
足
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

観
光
客
が
喜
ん
で
乗
る
よ
う
な
快
適
で
安
全

な
バ
ス
な
ら
ば
、
住
民
に
と
っ
て
も
乗
り
心

地
が
良
い
は
ず
で
す
」。
ハ
ブ
と
な
る
べ
き
バ

ス
セ
ン
タ
ー
は
現
在
改
築
中
だ
が
、
谷
島
社

長
は
こ
こ
が
ビ
エ
ン
チ
ャ
ン
市
内
の
ハ
ブ
に

な
る
こ
と
の
み
な
ら
ず
、
５
つ
の
国
と
国
境

を
接
す
る
ラ
オ
ス
が
東
南
ア
ジ
ア
全
体
の
ハ

ブ
に
な
る
こ
と
を
夢
見
て
い
る
。

日高市のバス路線のハブとして整備
された、ときがわ町のせせらぎバスセ
ンター。市民の足としてだけでなく、
観光の基点としても活用されている

江戸幕府の重臣が治め、「小江戸」
と呼ばれた川越市の観光地を巡る
観光バス

ビエンチャンバス公社に日本から贈られた「グリーンバス」。冷房もあり快適だ
が、傷みが激しいのが悩みだ

利用状況を把握するため、バスにセンサーを取り付ける。これまでのイーグルバス
の経験が生きる場面だ

路
線
バ
ス
の
力
で
地
域
を
活
性
化

イ
ー
グ
ル
バ
ス
株
式
会
社

国 際 協 力 の 担 い 手 た ち

市
街
地
か
ら
郊
外
ま
で
、日
本
各
地
で
公
共
交
通
機
関

と
し
て
活
躍
す
る
路
線
バ
ス
。し
か
し
、人
口
の
変
化
や

街
の
開
発
に
よ
っ
て
、路
線
バ
ス
の
需
要
も
変
わ
っ
て
い

く
。埼
玉
県
川
越
市
の
イ
ー
グ
ル
バ
ス
株
式
会
社
は
、日

本
の
路
線
バ
ス
の
経
験
を
基
に
、ラ
オ
ス
の
首
都
ビ
エ
ン

チ
ャ
ン
の
市
営
バ
ス
運
営
の
改
善
に
挑
戦
し
て
い
る
。
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